
おやこであそぼう
～　絵本と、わらべうたの時間　～

2016年 11月16日

☆今日の絵本・紙芝居

ととけっこう よがあけた（こぐま社）絵：ましませつこ
ごはん たべよ（福音館書店）作：大阪YMCA千里子ども図書室／絵：大塚いちお

ねこふんじゃった（ポプラ社）絵：せなけいこ
みんなでたいそう（童心社）作：新沢としひこ／絵：長谷川義史（紙芝居）

☆紹介絵本
おはよう（グランまま社）作：中川李枝子／絵：山脇百合子

おはよう（偕成社）作・絵：まついのりこ 
こぐまちゃんおはよう（こぐま社）作・絵：わかやまけん

 おはよう・おやすみ（のら書店）作：シャーロット・ゾロトウ／絵：パネラ・パパローン
おひさま あはは（こぐま社）作・絵：前川かずお
ころころにゃーん（福音館書店）作・絵：長新太
ふわふわ ぐーぐー（福音館書店）作：たむらしげる

うちのにゃあにゃ（童心社） 作：松谷みよ子／絵：長野ヒデ子（紙芝居）

☆わらべうた・童謡

　　♫どんぐりころころ　　　　　　　　　　　　　　♫うちのうらの
　　　　どんぐりころころ　どんぶりこ　　　　　　　　　　　うちのうらの　くろねこが
　　　　おいけにはまって　さあ　たいへん　　　　　　　　　おしろいつけて　べにつけて
　　　　どじょうがでてきて　こんにちは　　　　　　　　　　ひとに　みられて　　　　　　　　　　　
　　　　ぼっちゃん　いっしょに　あそびましょう　　　　　　ちょいとかくす

　　　　どんぐりころころ　よろこんで
　　　　しばらくいっしょに　あそんだが
　　　　やっぱり　おやまがこいしいと
　　　　ないては　どじょうを　こまらせた



☆こころとからだのおはなし（10月のお話　旧約聖書ヨナ記２章）
　紀元前700年頃のお話です。ヨナという予言者がいました。
ヨナはかみさまから「ニネベという町が悪で満ちているので、
悔い改めるよう、ニネベの民に神の言葉を伝えに
行きなさい」と言われました。
　しかし、ヨナはその言葉に従わず、タルシシュに
逃れようと船に乗りました。そこで、かみさまが
お怒りになり、海が荒れて船もバラバラに
なりそうになりました。ヨナは、自分を海の中に
放り込むように、他の乗組員に言います。皆が、ヨナを海に投げ入れると、海は静まり、
船は助かります。
　一方、かみさまは、巨大な魚に命じてヨナを呑み込ませます。魚のお腹の中で、ヨナは
三日三晩、かみさまに祈ります。「あなたは、わたしを深い海に投げ込まれ、追放されま
した。でも、わたしの命を救ってくれました」と。
　　　　　　　　　　　　その祈りが、かみさまに届き、ヨナは魚の中から救い出され、　　　　　　　
　　　　　　　　　　今度こそ、かみさまの言葉を伝えに、ニネベの町に向かうのです。
　　　　　　　　　　　どこかで、聞いたことのあるお話ですね。「ピノッキオ」の
　　　　　　　　　　　　元になったと言われている箇所だそうです。
　　　　　　　　　　　　　　子どもはみんな、お母さんに怒られたくない、褒められ　　
　　　　　　　　　　　　　たいと思っているでしょう。それは、お母さんの目を自分に
向けていて欲しいからです。怒られても、叱られても、やっぱり「おかあさん、ねえ、お
かあさん」ですね。
　小学生向けですが『おこだでませんように』という絵本があります。家でも学校でも
「怒られてばかりのぼく」が七夕の短冊に書いたお願いごとは「おこだでませんように」
でした。いつも怒られないように、褒められるように頑張っていた男の子の願いが、先生
にもお母さんにも、はじめて伝わります。きっと、その後、先生もお母さんも、その男の
子をしっかり見つめて、叱ることができるようになったのではないかな？と思います。
　ヨナや私たち大人は、いつもかみさまの前では子どもにすぎないのかもしれません。か
みさまの前から逃げることなく、ヨナのように、かみさまの言葉を、言葉だけでなく、行
いでも、子どもたちに伝えられるようにありたいですね・・・
　なかなか、そう簡単にはいきませんし、道のりは遠いかもしれませんが・・・　　　　

次回は12月21日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスト・ロア修道会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡０４２（４６５）８６２０


